
１．施設名等

所在地 別府市北浜１丁目８１８－３８６

電話番号 ０９７７－８５－７１２１

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://sasaki-corp.jp/offices/marine/beppu/

２．指定管理者および県の所管部課（窓口）

名　  称

所在地

指定期間

３．施設の概要

４．目標指標の達成状況

５．施設の利用状況

年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和元年度 1,271 1,571 1,383 1,419 1,464 1,340

令和２年度 1,655 1,681 1,751 1,788 1,826 1,802

令和３年度 1,856 1,900 1,881 1,841 1,788 1,742

令和４年度 1,762 1,766 1,689 1,786 1,850 1,833

年度 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 累計

令和元年度 1,565 1,596 1,585 1,550 1,506 1,582 17,832

令和２年度 1,823 1,796 1,891 1,874 1,652 1,900 21,439

令和３年度 1,904 1,823 1,890 1,966 1,787 1,958 22,336

令和４年度 1,886 1,830 1,891 1,891 1,708 1,891 21,783

指定管理者制度導入施設の運営状況（令和４年度）

別府港北浜ヨットハーバー施設名

137.1%

令和３年度

目標数値 実績 達成率（％）

閉館日 １２月２９日～翌年１月３日

株式会社ササキコーポレーション
県の所管部課

（局・室）
土木建築部 港湾課
TEL：０９７－５０６－４６１４

山口県宇部市港町１丁目１３－５

令和３年４月１日～令和８年３月３１日

平成２２年７月１日

大分県港湾施設管理条例

①北浜ヨットハーバーの維持管理及び修繕に関すること。
②北浜ヨットハーバーの使用許可（工作物の設置を伴うものを除く）に関すること。
③北浜ヨットハーバーの利用促進に関すること。
④上記に掲げるもののほか、知事が特に必要と認める業務。

・浮桟橋（５基）６３隻・ボートヤード（陸上保管）２５隻
・上架施設（ウィンチ）・フォークリフト・船台４基
・駐車場７４台・船揚場
・給水給電施設・管理棟・外周フェンス

海洋性レクリエーションの振興及び、別府港内の不法係留船の適正係留のため

98% 119.5%

指定管理者

設置年月日

令和４年度 83% 96% 115.6%

            　　 係船率

令和元年度 66% 84% 127.3%

令和２年度 70% 96%

利用者数（隻）

設置根拠

設置目的

82%

浮桟橋使用料：2,200～5,450円（日：一般使用）　16,900～42,100円（月：専用使用）
ボートヤード使用料：2,100～4,850円（日：一般使用）　13,100～32,500円（月：専用使用）
上架施設使用料：1,650～3,750円（１回）
給水施設：370円（１回）
給電施設：260円（１回）

事業内容

施設内容

使用料等

指標 年度



６．利用者満足度調査等の実施状況

実施方法

実施結果

７．サービス向上に係る主な取組内容

〇

〇

〇

〇

〇

８．管理に係る収支の状況 （単位：千円）

アンケートを実施し対応について協議中

シャワールームを使用させてほしい（２４時間） アンケートを実施し対応について協議中

洗濯機の蓋を新装してほしい 令和４年１１月に新装済

３月に施設の利用者のうち更新希望者に資料とともにアンケートを送付した。

利用者アンケート調査での結果
・スタッフの対応：良い30人　概ね良い10人　普通6人　やや悪い0人　悪い0人　無回答0人
・施設について：良い11人　概ね良い14人　普通16人　やや悪い4人　悪い1人　無回答0人
　主にトイレに関する意見が多かった。

利用者等からの主な意見・要望・苦情 左の対応状況

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

郵便物をヨットハーバーに転送できるようにしてほしい
重要書類紛失等のトラブルを防止するため不可としたが、事前
に連絡があるものはサービスとして受取をしている。

台風１４号で被害があったことから、防波堤やテトラポットを増設し
てほしい

被災原因を検証し、その結果を踏まえ今後の施設に反映する。

サービス提
供体制の

強化

ビジター利用者に向けて観光の足として利用してもらうためレンタルサイクル事業を実施した。

海でのレクリエーションの際は体に塩分が付着して不快であること、また、別府温泉を利用し地域活性化へ貢献して
もらうため、ビジター利用者へのサービスとして、別府八湯温泉本の販売を行った。

安心してビジターが入港できるように、スタッフが係留場所まで誘導した。

毎年度、九州ＵＭＩアカデミーを開催し、小中学生を対象にしたシーカヤック体験など海洋性レクリエーションの振興に
積極的に取り組んでいる。令和３年度は、オンライン開催であったが、令和４年度は規制緩和等により体験を再開
し、例年を大幅に上回る３３０名の参加があった。

免許取得希望者をチラシ・ＨＰ等で募り、免許スクールを開催した。

15,688

利用料金 0 0 0 0

収入額（Ａ） 15,652 14,780 12,372 19,169

内

訳

県からの委託料 11,643 13,635 9,864

103 550 550 693

自主事業収入 3,898 503 1,958 2,680

6,497 6,556

維持管理費 4,041 6,018 5,522

8 92 0 108

支出額（Ｂ） 12,845 12,492 13,337 14,895

5,884 5,730

4,2742,807 2,288 -965

利用者満足度
調査

収支差額（Ａ－Ｂ）

内

訳

人件費

その他

自主事業費

その他

事業費

事業収入

イベント等
の充実

夜間トイレを使用させてほしい（２４時間）

2,809 359 878 1,908

5,718

111 385 440 713



９．施設使用料等の収入状況

年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和元年度 6,407 1,109 301 1,682 493 2,224

令和２年度 8,485 1,519 864 1,860 688 514

令和３年度 9,862 1,646 843 1,412 700 770

令和４年度 9,201 1,536 1,089 2,082 940 1,723

年度 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 累計

令和元年度 1,427 473 313 1,609 883 1,230 18,151

令和２年度 2,321 1,036 760 1,607 682 664 21,000

令和３年度 2,614 962 787 2,289 507 468 22,860

令和４年度 1,938 874 619 1,788 840 470 23,100

１０．指定管理者の管理体制

正規職員 パート 嘱託 他社から派遣 臨時職員 その他 合計

1 0 4 0 0 0 5

１１．適正な管理運営に係る主な取組内容

〇

〇

〇

〇

職員数
(R４.4.1)

職員の資
質・能力の

向上

施設管理体制

施設メンテナンスの研修を行い、施設の維持管理に必要な知識の習得に努めた。

利用料金（千円）

ササキコーポレーション本社からスタッフを派遣
館長１名、リーダー１名、スタッフ３名の計５名体制

安全対策
等

防災に関す
る研修・訓

練

気象研修等を行い、マリーナに必要な知識の収集を行っている。

施設・設備の保守点検として浮桟橋、上架施設の保守点検を毎日実施している。

警備業務は警備会社へ委託し、夜間巡礼を毎日実施している。


